
知性、熱量、若さ。

大石大石 さんを
紹介
します

●1980（昭和55）年9月11日高知市越前町で生まれる
●小高坂小学校、高知学芸中高、日本大学法学部卒
●株式会社神戸製鋼所に入社。24歳で退職し地元・高知へＵターン
●26歳で高知県議会議員（高知市選挙区）
●衆院選に3度挑戦し落選、7年間の浪人生活
●38歳で県議会復帰（無所属）、県政史上最多得票
●2025年2月自由民主党参院選徳島高知選挙区支部長

大
石
宗
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

おおいし しゅうおおいし しゅう











大石宗さんの近著は
『「ふるさと」という希望』
です。百ページほどの小
冊子で、税込み500円。
Amazonなどでデジタル
版も購入できます。
ぜひお読みください。

YouTube（動画）
Podcast（インターネットラジオ）
Facebook、Instagram、
X（旧Twitter）を発信中！

ラインでも政策や日 の々動き
などを発信しています。
登録よろしくお願いします。

大石宗
公式LINE

大石宗
公式HP
（ホームページ）



1
～都市集中型から地方分散型国家への転換～

●都市集中から地方分散、そして地方の自立を経
済安保の中心に据える国家戦略の構築

●政府関係機関や企業の本社機能の地方移転の
推進

●特定地域づくり事業協同組合や地域おこし協力
隊、企業版ふるさと納税などの制度の活用・充実
や移住政策の強化によって都市部から地方への
ヒト・モノ・カネの移動を促進

●地方国立大学の学部定員増や高校生の地方留
学支援などによる大学・学生の地方分散の促進

●強い地域産業の育成や行政の地元発注拡大に
よる地域内経済循環の促進

●エネルギーや食料、雇用に関する地域内自給率
の向上

●農林水産業の担い手対策強化と六次産業化支援

●地域産品の輸出支援の強化

●地方中小企業の後継者対策と経営支援の強化

●中山間対策の抜本的拡充

●地域公共交通機関の充実

●地域医療を支える医療機関への経営支援、医師
不足対策をはじめ地域医療を守る諸政策の推進

●地域DXの推進とローカルスタートアップ支援制
度の強化

●地域の伝統文化や歴史の保存

●８の字ネットワークをはじめとする社会基盤の整備
促進

●南海トラフ地震対策をはじめとする防災対策の強化

●健全な議会制民主主義の確立

●政治資金の透明性の向上

●国民の政治参加を促すための諸政策の推進

●日米同盟を中核としたインド太平洋における多国
間安全保障協力の推進

●国民保護に関する対処能力の向上

●安保３文書に基づく防衛力の抜本的強化

●外国人の土地取得規制の強化

●ウクライナやパレスチナなど紛争地域への人道支
援の強化

●ソフトパワーの輸出等による文化外交の推進

●行き過ぎた円安と物価高の是正

●持続可能な社会保障制度の確立

●中小企業や医療機関の経営支援に関わるアフ
ターコロナ対策の強化

●妊娠出産に関する自己負担なしの仕組みの確立

●就学前教育の充実と家庭の経済環境に左右さ
れない教育機会の格差解消

●不登校や引きこもりなど厳しい環境にある子供達
へ寄り添う政策の強化

●現役世代の可処分所得の向上

●潜在成長率向上のための、働き方改革と設備投
資拡大、技術革新の促進

ヒト・モノ・カネを地方へ！
日本列島大改造

政治改革の断行

国際協調を基本とした
現実的外交・安全保障政策
の推進

疲弊した国民生活と
地方経済の建て直し

未来への投資の拡大

ヒト・モノ・カネを
地方へ!!
日本列島大改造

基本政策

3

4

5

2



大石宗  　  の柱 ＃
都
市
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ

暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

未
来
の
日
本
を
作
る

若
き
切
り
札
、大
石 

宗
さ
ん

2
0
2
3
年
、大
石
宗
さ
ん
は
自
身
の
沿

革
や
思
い
を
高
知
の
歴
史
と
絡
め
た『
思

宗
紀
』を
執
筆
し
ま
し
た
。5
4
6
頁
の

大
著
を
実
質
２
カ
月
で
書
き
上
げ
、見
事

に
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
の
咢
堂
ブ
ッ
ク

オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
2
0
2
3
年
の
大
賞（
地

方
・
自
治
体
部
門
）を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

今
年
6
月
に
は『「
ふ
る
さ
と
」と
い
う
希

望
』と
題
し
た
新
著
を
出
し
ま
し
た
。副

題
は「
都
市
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
。日

本
列
島
改
造
論
2
0
2
5
」。地
方
と
い

う
足
場
を
確
認
し
、日
本
の
進
む
べ
き
方

向
を
明
確
か
つ
論
理
的
に
描
い
て
い
ま
す
。

大
石
宗
さ
ん
は
24
歳
で
神
戸
製
鋼
所
を

辞
め
て
帰
高
し
、2
0
0
7
年
4
月
、わ

ず
か
26
歳
で
高
知
県
議
会
議
員
に
当
選

し
ま
し
た
。そ
の
7
カ
月
後
、全
国
最
年

少
で
40
歳
の
高
知
県
知
事
と
な
っ
た
の
が

尾
﨑
正
直
さ
ん
で
す
。尾
﨑
さ
ん
は「
大
石

さ
ん
は
昔
か
ら
特
別
な
存
在
感
を
放
っ
て

い
ま
し
た
！
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
一
緒
に

議
論
し
、実
現
し
て
き
た
。彼
は
県
政
の

王
道
を
熟
知
し
て
い
ま
す
！
」と
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。県
政
与
党
の
一
員
と
し

て
、一
貫
し
て
県
政
の
ど
真
ん
中
で
王
道

を
歩
ん
で
き
た
の
が
大
石
さ
ん
で
す
。

20
年
前
、大
石
宗
さ
ん
は
二
大
政
党
制

の
夢
を
抱
い
て
民
主
党
に
身
を
投
じ
ま

し
た
。政
権
を
失
っ
た
民
主
党
が
変
化
す

る
の
は
2
0
1
6
年
で
す
。野
党
共
闘

が
進
む
中
、大
石
さ
ん
は
一
線
を
画
し
た

活
動
を
続
け
ま
し
た
。基
本
政
策
が
違

い
す
ぎ
る
政
党
同
士
の
協
力
体
制
は
健

全
な
二
大
政
党
制
と
は
ほ
ど
遠
い
、と
。

時
流
に
乗
ら
ず
、愚
直
に
そ
の
主
張
を

変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。安
全
保
障
な
ど

国
の
基
本
政
策
に
関
し
、大
石
宗
さ
ん

の
主
張
は
20
年
前
か
ら
一
貫
し
て
い
ま

す
。民
主
党（
の
ち
民
進
党
）解
党
後
に

無
所
属
を
続
け
て
き
た

大
石
さ
ん
に
と
っ
て
、自

ら
の
基
本
政
策
と
最
も

深
い
部
分
で
一
致
し
た
政

党
が
、自
民
党
で
し
た
。

知
性  

熱
量  
実
行
力

徳
島

高
知
か
ら

日
本
を
興
す

徳
島

高
知
か
ら

日
本
を
興
す

「
県
政
巡
業
」は
大
石
宗
さ
ん

の
専
売
特
許
。い
ろ
い
ろ
な
ス

タ
イ
ル
で
開
い
て
県
民
と
の

対
話
を
続
け
て
い
ま
す
。

つつ

大
石
宗
さ
ん
は
24
歳

で
U
タ
ー
ン
し
て
以

来
、高
知
に
根
付
い

て
い
ま
す
。経
営
に

四
苦
八
苦
す
る
両
親

を
見
て
育
ち
、長
い

浪
人
暮
ら
し
の
中
、

バ
イ
ト
に
汗
し
な
が

ら
飲
食
店
で
働
く

奥
さ
ん
と
2
人
の
幼

な
子
を
育
て
…
。コ

ロ
ナ
禍
、物
価
高
、担

い
手
不
足
な
ど
暮
ら

し
の
苦
労
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
て
き

ま
し
た
。暮
ら
し
を

守
り
、経
済
を
立
て

直
す
た
め
、皮
膚
感

覚
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
！

苦
労
し
た
か
ら
こ
そ
、

分
か
る
こ
と
が
あ
る

さ
ん

討議資料
発行元／自由民主党高知県支部連合会 〒780-0861 高知県高知市升形1-21 TEL.088-822-3345

思宗紀（著・大石宗）

「ふるさと」という希望
（著・大石宗）
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